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第１講 キリスト教の胎動
原始キリスト教─イエス・ペテロ・パウロ

（１）キリスト教の始まり─イエスの宗教運動

１．イエスは何をしたか？

・教える（弟子たちに、民衆に）

・論争する（パリサイ派などの論敵と）

・癒す（癒しの奇跡）

・旅をする（弟子たちとの共同生活）

この全体は、「神の国」のキー・ワードに集約できる。

イエスの宗教運動は「神の国」運動である。

２．イエスの福音

①「時は満ち、神の国は近付いた。悔い改めて福音を信じなさい」（マルコ 1:15）
②「子たちよ、神の国に入るのは、なんと難しいことか。金持ちが神の国に入

るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい」（マルコ 10:24b ～ 25)

３．「神の国」？

・国（バシレイア）：神の制定した新しい秩序（支配）

cf. 国家機構や王国

・ダビデ＝ソロモン王朝の政治的再興

「人の子」がもたらす黙示的国家

４．神の秩序←→この世の秩序（古い秩序）＝罪（ハマルティア）

階層性・二分法・対立 的はずれ cf:規則の侵害

５．罪＝関係の歪み（神関係、自己関係、他者関係）

歪みが支配する世界・閉塞した現実

６．神の秩序の実現＝古い秩序の転換＝罪の解決＝救済 → 福音

↓ 「山上の説教」（マタイ５～７）

イエスの活動（教え・論争・癒し）

７．神の国はどこに？ cf. 天国
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到来し現実のものとなりつつある神の国 → 開かれた食卓

徹底的な平等主義

絶対平和思想

ガラテヤ

3:26 あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なので

す。27 洗礼を受けてキリストに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ている

からです。28 そこではもはや、ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由な身

分の者もなく、男も女もありません。あなたがたは皆、キリスト・イエスにおい

て一つだからです。

８．終末：イエスの宣教において始まった「神の国」が、生と死の最終的決着と

して実現する。罪の問題の最終的解決。

→神との完全な関係の実現・本来的な人間性、正義の実現

「すでに」そして「未だ」

（２）キリスト教会の誕生

９．イエスの死（十字架）と復活、昇天 → 再スタートした弟子集団

挫折と再生

10．ペンテコステ（聖霊降臨）、

使徒言行録２章

2:1 五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、2 突然、激しい

風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。3 そ

して、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。4 する

と、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話し

だした。5 さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユ

ダヤ人が住んでいたが、6 この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれも

かれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまっ

た。7 人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの

人ではないか。8 どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞く

のだろうか。9 わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者が

おり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、10 フリ

ギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。
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また、ローマから来て滞在中の者、11 ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者

もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神

の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」12 人々は皆驚き、とまどい、「いっ

たい、これはどういうことなのか」と互いに言った。

11．ペテロ（ペトロ）

最初の教会の中心的人物（使徒言行録の前半の中心人物）

12．聖霊降臨直後のペテロの説教＝キリスト教信仰の原型

2:32 神はこのイエスを復活させられたのです。わたしたちは皆、そのことの

証人です。33 それで、イエスは神の右に上げられ、約束された聖霊を御父から

受けて注いでくださいました。

36 あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアと

なさったのです。

38 「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗礼を受け、

罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます。

41 ペトロの言葉を受け入れた人々は洗礼を受け、その日に三千人ほどが仲間

に加わった。42 彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈るこ

とに熱心であった。

（３）キリスト教会の展開

13．異邦人のための使徒パウロ

「ローマ 11:13 わたしは異邦人のための使徒であるので、自分の務めを光栄に

思います。」

14．伝道旅行と教会の設立 → 地中海世界へのキリスト教の伝播

15．正統キリスト教への方向付けを与えた（パウロ的教会、パウロ主義）。

信仰義認論：パウロ→アウグスティヌス→ルター

（４）まとめ

・イエスの宗教運動からキリスト教会への転換：

イエス、ペテロ ペテロ、パウロ
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↓

イエスからキリストへ

「神の国」から「神の子」「メシア」（そして、「神」）

宣教者が宣教対象となる。

・ユダヤ教（民族宗教）からキリスト教（世界宗教・普遍宗教）へ

・キリスト教の理念と制度化の現実

平等・平和 階層（儀礼、戒律）

秩序の維持という課題

・地中海世界（ギリシャ・ローマ文化）への土着化

模範的な土着化 → 国教化(392年)・正統教会

都市型宗教としてのキリスト教

ギリシャ語の正典
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